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2025年度 第3四半期 決算説明会 質疑応答要約 

 

 全体  
Q）2025年度第3四半期の売上収益・事業セグメント利益について、社内計画に対する達成度

は。  
A）社内計画に対し、売上は全社で約60億円上振れたが、為替のプラス影響を除くと約80億円の下

振れとなった。▲80億円の事業ごとの内訳は、P&S事業での下振れが大部分で、次いでIP事業も
下振れた。一方で、P&H事業は上振れた。マシナリー事業は計画線だが、産業機器は上振れ、工
業用ミシンが下振れた。 
事業セグメント利益は、全社で約10億円上振れたが、為替のプラス影響を除くと約15億円の下振
れとなった。事業ごとでは、下振れの大部分がP&S事業によるもの。売上が好調だったP&H事業と
マシナリー事業の産業機器は利益についても上振れ、それ以外の事業は計画線。 

 
Q）第3四半期および通期予想における事業セグメント利益と営業利益の差異の要因は。 
A）第3四半期については、為替差損の影響があったものの、11月1日付のスタンダードの事業譲渡益

45億円が営業利益を押し上げた。 
通期については、上期に計上した為替差損の影響で、事業セグメント利益と営業利益の差がなくな
る見通し。 

 
Q）貴金属の価格高騰や半導体DRAMなどの供給不足が生じているが、どのように対応するのか。 
A）足元で、特にメモリーの価格が上がっている。調達面では特に問題はないが、価格アップは避けられ

ない状況。部材のコストダウンは絶えず進めており、全体でコントロールをしていく。 
 
●M&A関連 
Q）MUTOHホールディングスの株式公開買付けについて、産業用領域の強化を目指す上でどのよ

うにシナジーを創出するのか。 
A）さまざまな分野でのシナジーが期待できる。まず、両社の製品ラインアップが重複していないため、販

売面や開発面では早い段階からシナジー効果が出せると考えている。製造面では、MUTOHホール
ディングスの主体となる武藤工業が国内に工場を保有している。今後の協業についてはしっかり協議
し、製造面でのシナジーも創出していきたい。 

 
Q）今後、MUTOH製品でブラザー製のプリントヘッドを活用していくのか。 
A）産業用のプリントヘッドは適材適所での活用が前提であり、お客様のさまざまなアプリケーションに合わ

せてヘッドを変えるのが一般的。ブラザーの得意な分野においては、ブラザーのインクジェットヘッドを活
用したい。 
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Q）MUTOHホールディングスとのこれまでの取引は。 
A）特にない。 
 
Q）中期戦略CS B2027におけるM&Aの戦略投資枠はまだ余っているが、今後M&Aで強化した

い分野は。 
A）CS B2027において、戦略投資は2,000億、そのうち1,500億はM&A等に使っていきたいと考えて

いる。重点分野としては、成長事業に位置付ける産業機器、インダストリアル・プリンティング、業務
用ラベリング、そして新規事業を想定している。 

 

 P&S事業 
Q）消耗品が弱かった。対前年では、前年同期に欧州で消耗品の駆け込み需要があったということ

で説明はつくが、対計画でも下振れた要因は。 
A）欧州のディストリビューターにおいて在庫調整があったため。 
 
Q）在庫調整は第4四半期で解消されるのか。 
A）年度内に戻ることは想定しておらず、今回第4四半期の欧州の予想を下方修正した。ただし、対前

年では、欧州の消耗品もプラスになる見通し。 
 
Q）業界全体での単価や販促など競争環境の動向は。 
A）地域ごと・エンジンごとで差がある。関税影響が心配された米国では、価格転嫁が受け入れられ、プ

ロモーションに頼ることなく製品本体の販売は堅調に推移している。一方、欧州は市況が軟調であ
り、プロモーションを使った販売競争が厳しくなっている。中国においても、特にモノクロレーザーの市況
が厳しくなっている。 
 

Q）本体・消耗品ごとの対前年での売上伸長率の通期見通しに変化はあるか。 
A）製品本体については、カラーレーザーとインクジェットは前回から見通しを変更していないが、モノクロレ

ーザーは見通しを引き下げた。 
消耗品については、欧州での販売見通しを引き下げたことを受け、全体の見通しを引き下げた。 

 
 IP事業 
Q）上期は利益面で苦戦が続いていたが、第3四半期は少し持ち直している。一方で、第4四半期

の見通しが非常に厳しいようだが、これらの要因は。 
A）主に産業用プリンターにおいて、経費の後ろ倒しなどが生じているため。ドミノについては順調に推移し

ている。また、来期以降の収益性を高めるために、販売・開発投資をしっかり行っていくことも要因。 
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 マシナリー事業 
Q）産業機器の中国の自動車向け受注が落ち着いたが、そのほかは堅調とのこと。自動車以外でど

こが堅調なのか。 
A）まんべんなく堅調だが、半導体関係は好調さが目立っている。他には航空機関係の部品やチップマウ

ンターの部品の加工ニーズが増えている。 
 
Q）第2四半期の説明会では、受注は階段状に増えると説明していたが、今回は減少した。今後の

見通しは。 
A）第2四半期は中国で期待を大きく上回る受注があり、その勢いが継続すると期待していたが、第3四

半期は期待を下回った。中国での伸びは緩やかになっており、第4四半期の受注は第3四半期と同
水準を見込む。中国以外の地域での受注を増やすための施策を展開しており、今後その効果が出
ることを期待している。 

 
Q）工業用ミシンの通期予想を保守的に見ている背景は。 
A）複数のネガティブな要素が重なっている。まず、インドで夏以降、米国向けの関税が50％まで引き上

げられたこと。直近で関税率が引き下げられることとなり、状況が上向く可能性はあるものの、投資控
えが起きていたことを見通しに反映した。加えて、ベトナムで米国向けのアパレル品の輸出が減少して
いることや、バングラデシュで総選挙を前に投資が控えられていること、日中関係の悪化を受け中国
国営の縫製企業からの受注が減少したことなど、足元の状況に鑑みて見通しを引き下げた。 

 
以上 


